
東
管
協
組
設
備
展
が
大
成
功

財
政
基
盤
・
組
織
強
化
へ
邁
進

流
域
治
水
実
践
へ
施
策
集
作
成

国

土

交
通
省
関
係
者
の
協
働
・
共
有
を
促
進

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
宮
崎
文
雄
理
事
長
）
は
１２
月
１３
日
、
港
区
赤
坂
の
東
京
都
管
工
事
会
館
で
記

者
会
見
を
開
き
、
組
合
活
動
の
一
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
年
の
抱
負
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
つ
つ
３
年
ぶ
り
に
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
を
開
催
し
、
約
１
万
８
千
名

の
動
員
を
達
成
す
る
な
ど
大
成
功
を
収
め
た
。
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
実
現
し
た
貴
重
な
成
果
を
踏
ま
え
、
新
年

は
さ
ら
な
る
財
政
基
盤
・
組
織
強
化
な
ど
を
重
点
課
題
に
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
く
。

記
者
会
見
に
は
宮
崎
理
事

長
を
は
じ
め
五
十
嵐
隆
副
理

事
長
（
総
務
担
当
）、上
杉
貴

志
副
理
事
長（
技
術
担
当
）、

新
家
功
一
副
理
事
長
（
メ
ン

テ
担
当
）、岩
野
隆
一
副
理
事

長
（
事
業
担
当
）
、
宮
坂
良

弥
総
務
部
会
長
、
宮
城
美
貴

男
専
務
理
事
ら
が
出
席
。
柳

沢
史
典
事
務
局
長
の
司
会
で

冒
頭
、
宮
崎
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
も
今
年

は
感
染
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
東
京
都
北
区
立
滝
野
川

第
三
小
学
校
に
自
動
水
栓
を

寄
贈
し
、
子
供
た
ち
が
た
い

へ
ん
喜
ん
で
く
れ
た
。
ま
た

第
５４
回
管
工
機
材
・
設
備
総

合
展
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

し
、大
盛
況
と
な
っ
た
。こ
れ

ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な
気

持
ち
で
新
年
に
臨
み
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
た
。

今
年
の
活
動
を
振
り
返
る

と
、
３
年
ぶ
り
の
設
備
展
で

は
東
管
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
新
企

画
で
一
段
と
盛
り
上
が
り
、

長
野
・
千
葉
の
物
産
展
な
ど

も
好
評
で
業
界
の
活
性
化
を

も
た
ら
し
た
。
ま
た
業
務
推

進
に
向
け
た
東
京
都
へ
の
予

算
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

区
役
所
訪
問
な
ど
を
通
じ
て

基
幹
事
業
で
あ
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向

上
に
努
め
た
。
来
年
度
導
入

さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
も
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

先
駆
け
て
展
開
し
て
い
る
。

新
年
は
積
極
的
な
予
算
要

望
や
生
産
性
向
上
に
つ
な
が

る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な

ど
に
努
め
て
い
く
。
と
く
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の

一
層
の
充
実
に
よ
る
財
政
基

盤
強
化
・
拡
大
と
組
合
活
動

の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る

事
務
局
の
強
化
を
め
ざ
す
。

部
門
別
の
取
り
組
み
で
は

五
十
嵐
副
理
事
長
が
「
物
価

の
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
で
中
小

企
業
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
増
税
に
つ
い

て
行
政
当
局
に
適
切
な
配
慮

を
求
め
て
い
く
」
、
上
杉
副

理
事
長
が
「
設
備
展
で
は
東

管
グ
ラ
ン
プ
リ
が
注
目
を
集

め
た
。
技
能
の
向
上
へ
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
、

新
家
副
理
事
長
が
「
悪
質
業

者
に
対
す
る
注
意
喚
起
に
努

め
て
い
る
。
消
費
者
に
信
頼

さ
れ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
を
め
ざ
す
」
、
岩
野
副

理
事
長
が
「
設
備
展
の
実
行

委
員
長
と
し
て
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
改
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
る
。
若
い
人
た
ち
に
ノ

ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
い
で
さ
ら

に
進
化
し
て
も
ら
い
た

い
」
、
宮
坂
総
務
部
会
長
が

「
各
部
門
で
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
の
方
々
が
活
動
さ
れ
て
い

る
。
情
報
を
共
有
し
、
円
滑

な
組
合
運
営
に
努
め
た
い
」、

宮
城
専
務
理
事
が
「
新
年
の

総
代
会
で
は
役
員
改
選
が
行

わ
れ
る
。
新
た
な
陣
容
で
諸

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
の
で
旧
に
倍
す
る
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

国
土
交
通
省
は
１２
月
１５

日
、
水
害
の
激
化
・
多
発
化

に
対
応
し
、
関
係
者
の
協
働

・
共
有
を
促
進
す
る
「
流
域

治
水
施
策
集
」
を
新
た
に
作

成
し
た
。
流
域
の
自
治
体
が

設
置
し
た
雨
水
貯
留
施
設
な

ど
で
一
定
量
の
雨
水
が
河
川

へ
流
入
す
る
こ
と
を
防
い
だ

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
施
主
体
別
に
施

策
の
目
的
・
役
割
分
担
・
支

援
制
度
・
推
進
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
整
理
し
た
。
流
域
治

水
協
議
会
事
務
局
を
通
じ
て

関
係
者
と
共
有
・
活
用
し
、

具
体
的
な
実
践
に
つ
な
げ
て

い
く
。

大
雨
に
よ
る
被
害
は
毎
年

全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
気

候
変
動
に
よ
る
水
害
リ
ス
ク

が
今
後
さ
ら
に
増
大
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
同
省
は
社
会
資
本
整
備
審

議
会
に
気
候
変
動
を
踏
ま
え

た
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
諮
問
し
、
令
和
２
年

７
月
に
答
申
が
行
わ
れ
た
。

関
係
者
が
協
働
し
て
水
害
対

策
に
取
り
組
む
流
域
治
水
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
堤
防
や

ダ
ム
な
ど
の
河
川
整
備
を
加

速
す
る
と
と
も
に
、
集
水
域

（
雨
水
が
河
川
に
流
入
す
る

地
域
）
か
ら
氾
濫
域
（
河
川

氾
濫
な
ど
で
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
地
域
）
に
わ
た
る
地
域

の
全
関
係
者
に
よ
る
水
害
対

策
を
推

進
し
て

い
る
。

今
回

ま
と
め

た
施
策

集
は
水

害
対
策

編
と
し
て
主
要
に
集
水
域
や

氾
濫
域
に
お
け
る
対
策
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
集
水
域

と
河
川
区
域
に
氾
濫
域
も
加

え
て
一
つ
の
流
域
と
位
置
づ

け
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
可

能
な
限
り
氾
濫
を
防
ぎ
減
ら

す
対
策
や
被
害
対
象
を
減
少

さ
せ
る
対
策
、
被
害
軽
減
・

早
期
復
旧
・
復
興
を
め
ざ
す

対
策
な
ど
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
一
体
で
多
層
的
に
展
開
し

て
い
く
。

執行部役員が記者会見

宮崎理事長

流域治水施策集の表紙
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